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は非常に困難であった。このため、高性能な画像処理専用L S I (L arge Ｓcale ｌ nte-
gration)の開発が強く要望されるようになる。
　本論文は、濃淡画像を扱える高性能な画像処理専用ＬＳ工の設計・開発上の問題点を検












































































































　並列処理においては、同一の演算を並行して処理する方式S I M D (S ingle l nstruc-
tion Multiple Data stream)と、異なった演算を並行して実行する方式M I M D



















































（C ellular Ｌ ogic　ｌmage Ｐrocessor) ―4［5］、ＤＡＰ（D istributed Ａrray






















CL I P-4 ９６×９６ ８近傍 ３２ビット １０μＳ ８
１４４
DAP ６４×６４ ４近傍 ４Ｋビット＊ 2 0 0ns １６
２５６
MP P １２８×１２８ ４近傍 １Ｋビット 10 0ns ８ 2 112**






































































































































































4 0 M B P S (Mega Ｂytes Ｐer Ｓecond)程度なので、プロセッサの処理速度の上限
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(a) External adders 〔Ａ〕
LSI
ister
　　　　--●ai　　㎜　　　　　・(c) Internal adders plus
　　registers〔Ｃ〕
LSI　Common bus
(b) Internal adders plus
　ｃｏrりmon bus 〔Ｂ〕
LSI
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としたため、I S P 1個で４×４までのヵ一ネルが処理できる。８×８のヵ一ネルに対し







































































































































































































―Arithmetic Ｌ ogic Unit)と乗算器(multiplier)を一つずつ含んでいて、データユニ
ットとメモリユニットから、それぞれ８ピットのデータを入力し、リンケージユニットに、
１６ピットの演算結果を出力する。それぞれのＰＥは、コントロールユニットからの制御
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て、画像処理用LSI-ISP (I mage S ignal P rocessor)の基本アーキテクチヤを
明らかにした。基本アーキテクチヤは、最も基本的な局所近傍処理の一つである空間積和






























































かるように、SR (S hift R egister)により順次遅延されてＰＥに供給される画素デー































































































































































































































































































































































































　* ABS : Absolute value







































































































いる。図3. 1 2 (b)の４点線形補間演算では、画素ｙｚ２の周辺の４個の画素の濃度値を、
直線で補間して求めている。図3. 12(c)の９点２次補間演算においては、画素ｙｚｚの
最近傍画素ｘｚ２を中心とする９個の画素の濃度値を、２次曲線を用いて補間している。図
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表４．１　代表的なマルチマスクオペレーション
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R1=A1 X P 1十A 2 X P 2.




　(1) A 1 XP 1、A2 XP 2、B 1 XP 1、B 2 XP 2.
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? ? ? ? 〜 ?
１ ２ ３ Ｓ ６ ７ ａ ９ １０
? ? ? ?
??????????????????―?
????―?????????
― ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
『 ? ? ? ? ? ‐
図４．５　データユニットのタイミングチャート













































































¶ ･ I ㎜ - ㎜ ･ ■
・ － φ - ふ ＝ ・ －
一 一
－ ● － － ミ ・ ■ ■
図４．９　リンケージユニットのタイミングチャート
表４．２　シーケンスデータの意味する内容
● ・ 　 － － － ＝
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図 樋　能 ＩＳＰ数 MOPS
処　瑶　時　間
256×256画素 512×512画素
５．１ ４×４空間積和演算 ４ １８６ 10. 9nis 4 3. 7 IDS
５．２ ８×８空間積和演算 １６ ７６２ 10. 9 ms 4 3. 7iiis
５．３ ８×８パターンマッチング ２ ７６２ 10. 9 ms 4 3. 7iiis
５．４ 16×16パターンマッチング ８ 3 0 6 6 10. 9 ms 4 3. 7nis
５．５ ４×４空間積和演算 １ 4 6.5 4 3. 7IBS 17 4. 8 ms
５．６ ８×８空間積和演算 ４ １９ ０．５ ４ 3. 7bis 17 4. 8 ms
５．７ 32×32パターンマツチング ８ 30 70. 5 4 3. 7 ms 17 4. 8 as
５．９
１次微分オペレータ
２ ６６ 10. 9nis 4 3. 7 ms
5. 10 ２ ６６ 10. 9 ms 4 3. 7 ms
5. 11 P rewittテンプレート型
　　　オペレータ
３ １ ０ 7.2 5 8 7. 4 ins 34 9. 5bis








す。図5.16に示すように、H I D I C一エＰは、システムプロセッサに１６ビットマ













































































(Ｓingle Ｂ oard ｌ mage Ｐrocessor)がある。S B I Pの外観を図5.17に、システム
構成と主な仕様を、それぞれ図5.18と表５．３に示す。S B I Pでは工ＳＰを４個用
いて、３×３の濃淡フィルタリングや、最大３２×１６までの２値パターンマッチングな
どの機能を実現している[15]。
図5.17　工業応用小型画像処理装置S B I Pの外観
　　　　　　　　　　　- 108 －
- - - 一 一
図5.18　工業応用小型画像処理装置S B I Pのシステム構成

























































グ、色彩距離による分類、などを実現した汎用画像認識解析装置H I D I C一エＰやｉ　ｌ
ＳＰを４個用いて、３×３空間積和演算、３ ２×１６パターンマッチング、などを実行で
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ばならない。そこで、高性能な画像処理用ＬＳエーI S P (I mage S ignal P rocessor)
を開発した。
　画像処理用LS I - I S Pは、主に小型・安価の点から局所並列型とし、次の３点を開
発目標とした。



























　最後に、画像処理用L S I - I S Pを活用したシステムの構築法について、例を挙げて
示した。ＩＳＰにより、高性能な汎用画像処理システムを、小型でかつ安価に構築するこ
とができる。
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